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 水岡不二雄一橋大学名誉教授は、一橋大学教授であった

2011 年夏に、Third Global Conference on Economic 

Geography 2011（韓国ソウル）において「The resignation 

obliterated: The Japan Association of Economic 

Geographers and Toshio Nohara, a prominent critical 

economic geographer」	
 と題した報告をされた。発表者＝

山田はこの集会に参加しておらず、この発表があったとい

う事実も 2015 年春に初めて知った。この報告は、要旨が

インターネット上で公開されている（Mizuoka, 2011）。 

	
 しかし、少なくともこの要旨を見る限りでは、水岡報告

は、Wikipedia におけるルールなど、事実関係についての

誤解に基づいた、不適切な憶測を含むものであり、読み手

に、山田個人についての社会的評価を含め、諸々の誤解を

生じさせる虞れが大きいものである。 

	
 また、英文で綴られたこの要旨の内容は、Wikipedia 日

本語版において、2010年にごく短期間だけ編集を行なった

「経済地狸学会」（強調は引用者）という利用者が、日本語

で書き込んだ内容と酷似した箇所を含んでいる。この利用

者は、当時、記事「経済地理学」のノートページに山田の

編集を批判する、やはり誤った認識に基づくコメントを書

き込んだ後、それに応答して問題点を指摘した山田の、問

いかけを含むコメントには答えないまま、その後はいっさ

い活動していない。（2015年 7月 13日現在） 

	
 もし、水岡教授が「経済地狸学会」を名乗った利用者と

同一人物であるなら、なぜ、Wikipedia の中で起こった問

題について、Wikipedia 内での対話を拒み、適切なコミュ

ニケーションを通した解決を図らず、山田からの指摘に応

答もしないまま、Wikipedia 外の、また、山田が参加する

はずがない海外の集会において、山田が既にWikipediaに

おいて指摘した問題点について何らの自己批判も反省もな

いまま、英語で発表をされたのか、真意をご説明いただき

たい。このような発表の仕方は、山田との建設的な議論を

求める真摯な姿勢を示すものではないように思われる。 

	
 逆に、もし、水岡教授が「経済地狸学会」を名乗った利

用者と同一人物ではないのなら、水岡教授は、2011年のご

自身の報告と、2010年時点の「経済地狸学会」の書き込み

の類似性について、具体的な説明、あるいは、釈明をすべ

きである。著作権者である「経済地狸学会」が水岡教授を

著作権侵害で訴える可能性が限りなくゼロに近いとしても、

ネット上で別人の名義で公開されている記述と酷似した内

容のコメントを、自らの名義で発表したことは、研究者と

しての倫理性に疑念を生じさせる遺憾な事態である。 

 

	
 山田が、日本地理学会の場において公開状という形で水

岡教授への質問を公にするのは、本学会が水岡教授と山田

が共に所属する数少ない学会のひとつだからである。水岡

教授は、従来から論争においては正々堂々と、婉曲な表現

などは用いず、論難すべき対象に対しては厳しい直接的な

言葉を用いられてきた方である。この公開状にも、真摯に

対応され、建設的な議論が展開することを期待する。


